
別紙１ 

出張業務衛生管理等の概要 
出張業務者氏名            

皮膚に接する器具及び布

片の消毒を行う場所※１ 
 

使用器具及び布片の種

類、数 
使用器具 
使用布片 

皮膚に接する器具の消毒

方法※２（薬剤を使用す

る場合はその名称） 

１．カミソリ(専ら頭髪を切断する用途に使用されるものを除く。)及びカミソリ以外

の器具で血液が付着しているもの又はその疑いのあるもの 
□①家庭用洗剤をつけたスポンジ等を用いて器具を洗浄した後、流水で十分洗浄し、水気を

取る。 

②次により消毒を行う。  

 煮沸消毒器：沸騰してから（    ）分間 

 エタノール：（   ）％エタノール液（又は消毒用エタノール）中に（  ）分間以上浸す 

 次亜塩素酸ナトリウム：次亜塩素酸ナトリウム液を 0.1％（1000ppm）に希釈した 

液中に（   ）分間浸す 

□③消毒液を利用した場合は流水で洗浄し、器具の水気をよく拭き取る。 

□④使用済みのものと区別して保管する。 
２．１以外のはさみ、くし、クリッパーその他の皮膚に直に接触して用いられるもの 
□①器具を洗浄し、水気を取る。 

 ②次により消毒を行う。 

 上記１の②と同様    

 紫外線消毒器：片面（   ）分間以上で両面行う（85 ㎼／㎠以上） 

 蒸し器蒸気消毒：８０℃以上蒸気に（   ）分以上 

 エタノール：（   ）％エタノール液（又は消毒用エタノール）を含ませた綿・ガーゼで 

表面を拭く 

 次亜塩素酸ナトリウム：次亜塩素酸ナトリウム液の原液を 0.01％（100ppm）     

に希釈した液中に（   ）分間浸す 

 逆性石ケン：0.1％以上の溶液に（   ）分間以上浸す 

 グルコン酸クロルヘキシジン：0.05％以上の溶液に（   ）分間浸す 

 両性界面活性剤：0.1％以上の溶液に（   ）分間以上浸す 

□③消毒液を利用した場合は流水で洗浄し、器具の水気をよく拭き取る。 

□④使用済みのものと区別して保管する。 
皮膚に接する布片の消毒

方法 
 洗剤で洗浄した後、蒸気消毒器内（   ）℃以上（   ）分間以上 

 （   ）％次亜塩素ナトリウム液中に（   ）分間浸した後、洗濯する 

消毒済みの器具及び布片

の保管、携行方法 
器具：□蓋付ケース □シザーケース □その他（                  ） 

布片：□プラスチックケース □密封袋 □その他（                 ） 
使用済みの器具及び布片

の保管、取扱方法 
□上記と別の同様ケース等 → 区別の方法（                    ） 

□その他（                                    ） 

その他携行品 □救急セット □速乾性擦式消毒液 □手指用手洗い石ケン 

□ブルーシート □新聞紙 □掃除機 □その他（                  ） 

出張先作業場での安全管理と 
衛生確保の方法及び清掃方法  
（毛髪及び汚物等の処理方法含む） 

□作業する場所は人の出入りが激しくなく、作業後清掃等により衛生が担保できる場所であ

るか若しくは工夫ができることを事前に確認してから作業を開始する。 

□作業後は新聞紙に毛髪を集め、周辺を掃除機・清拭きする。 □毛髪は専用袋で持ち帰る。 
※１ 理・美容所で従業している理・美容師の場合は、店舗名称及び所在地を記入すること。 

※２ 個人で出張業務を行う場合は、洗浄・消毒を行うための専用の設備の写真を添付すること。 

出張業務者毎に作成してください。 

店舗で行う場合は、店舗名称及び所在地を記入。 

該当する□に✓を記入して
ください。 
 

（  ）には数値を記入して
ください。 
 

例︓消毒済みのものに標示をする。 
   色を変える etc. 


